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東
北
大
学
の
大
震
災
復
興
活
動

3.11

の
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
大
学
に
も
大
き
な
打
撃

を
与
え
ま
し
た
。
状
況
は
同
窓
会
誌
や
マ
ス
コ
ミ
等
で
ご
承

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
被
害
の
様
子
や
大
学
の
教
員
達

の
復
興
支
援
活
動
の
一
端
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

震
災
で
の
被
災
状
況
は
既
に
大
学
のH

P
に
掲
載
さ
れ

た
内
容
で
す
る
。

●
学
生
・
教
職
員
の
安
否

死
亡
確
認

学
部
生
２
名
、
新
入
学
予
定
者
１
名

学
生
の
住
居
被
災

全
壊
・
一
部
損
傷

５
２
６
名

●
施
設
・
設
備
関
係

建
物
危
険
度 

 

危
険
判
定

２
８
棟

（
使
用
不
可
能
建
物

４
万
平
米
）

 
 
 
 
 
 

既
存
施
設
利
用

１
万
８
千
平
米

 
 
 
 
 
 

仮
設
建
物
対
応

２
万
２
千
平
米

施
設
等
復
旧
費 

 

大
学
側
概
算

約
４
４
８
億
円

設
備
・
物
品
等
被
害
額 

 
 
 
 

約
３
５
２
億
円

合
計 

 

８
０
０
億
円

 
 
 
 
 
 
 
 

一
時
補
正 

 
 

約
４
０
０
億
円

特
に
被
害
の
大
き
い
の
が
、
青
葉
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
学

部
で
、
マ
テ
リ
ア
ル
開
発
系
（
金
属
系
）
本
館
建
屋
、
電
子

情
報
シ
ス
テ
ム
・
応
用
物
理
系
建
屋
、
人
間
環
境
系
（
土
木
・

建
築
学
科
）
実
験
研
究
棟
の
３
棟
が
立
ち
入
り
禁
止
と
な

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
使
用
不
可
の
た
め
、
中
の
研
究
設
備

を
持
ち
出
せ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の
研
究
を

含
め
て
、
他
の
研
究
科
の
施
設
等
を
共
同
利
用
し
て
遅
れ
を
挽
回

し
て
い
ま
す
。
連
携
感
が
で
て
き
た
と
の
見
方
も
で
き
ま
す
。

特
に
バ
イ
オ
系
分
野
で
は
、
停
電
等
で
培
養
し
た
細
胞
の
破
壊

等
で
、
そ
の
ま
ま
の
研
究
継
続
が
厳
し
い
事
態
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
産
学
連
携
の
進
捗
状
況
に
も
影
響
が
出
て
い
ま
す
が
、
震
災

の
た
め
に
共
同
研
究
が
減
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
す
。

震
災
直
後
か
ら
医
学
部
の
先
生
方
は
被
災
地
で
の
救
済
活
動
に

専
念
さ
れ
、
研
究
室
の
復
旧
も
重
な
り
多
忙
を
極
め
ま
し
た
。

農
学
研
究
科
で
は
、
教
員
全
員
５
２
名
が
「
食
・
農
・
村
の
復

興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て
、
現
地
調
査
を
実
施
し

新
し
い
街
づ
く
り
や
農
林
水
産
業
の
復
興
に
向
け
た
提
言

を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
環
境
科
学
研
究
科
で
は
田
路
教

授
（
研
究
科
長
）
が
主
体
的
に
な
っ
て
、
石
巻
地
区
の
避
難

所
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
やLi

イ
オ
ン
電
池
充
放
電
電
源
シ
ス

テ
ム
設
置
な
ど
に
よ
る
電
力
供
給
支
援
等
を
実
施
し
て
き

て
い
る
（
継
続
中
）。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
各
県
で
は
、
県
庁
の
中
に
本
部
を

設
置
し
て
、
産
学
官
連
携
の
下
で
の
復
興
計
画
策
定
と
達
成

に
む
け
て
推
進
し
て
い
る
。
中
で
も
、
産
学
官
連
携
に
よ
る

復
興
計
画
お
よ
び
着
実
な
推
進
の
た
め
に
は
、
優
れ
た
コ
ー

デ
イ
ネ
ー
タ
ー
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

マテリアル系建屋 電子・応物系建屋 MEMS研究室

農学研究科付属複合フィー

ルドセンター（女川）

現
在
の
大
学
は
、
１
ケ
月
遅
れ

で
授
業
は
平
常
通
り
で
す
。
た

だ
し
、
立
入
禁
止
建
屋
は
そ
の

ま
ま
で
、
予
算
が
ど
う
な
る
か

に
よ
り
ま
す
。
学
生
の
中
に
は

精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た

者
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
、
当

分
の
間
復
旧
に
は
時
間
が
か
か

る
よ
う
で
す
。

大
学
同
窓
会
、
各
専
攻
毎
に

寄
付
金
募
金
活
動
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
す
べ
て
の
募
金
は
所
得
税

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
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第
四
回
総
会
ル
ポ
（日
本
技
術
士
会
葺
手
ビ
ル
会
議
室
）

 
 
 
 

平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
九
日

十
三
時
か
ら

 
 
 

参
加
者

一
七
名
（
他
に
委
任
状
１
０
名
）

一

総
会

・

２
０
１
０
年
活
動
実
績
、
会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
を
承
認

・

２
０
１
１
年
活
動
方
針
、
活
動
計
画
、
予
算
計
画
を
承
認

秋
に
大
学
関
係
者
と
の
懇
談
を
予
定
を
検
討
す
る
こ
と
を
確
認

・

会
計
幹
事
が
交
替
（
千
葉
幹
事
→
松
本
幹
事
）

・

２
０
０
９
年
度
新
入
会
員
は
七
名
と
な
っ
た
。

・

国
際
業
務
斡
旋
委
員
会
か
ら
中
国
国
際
人
材
交
流
大
会
技
術
士

業
務
斡
旋
依
頼
の
応
募
紹
介
が
あ
っ
た
。
関
心
あ
る
人
は
委
員
会

へ
の
登
録
の
勧
誘
が
あ
っ
た
。

・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
新
し
く
刷
新
し
今
後
常
時
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し

て
い
く
。
新
ア
ド
レ
ス:http://www.gijyutushiaobakai.org

二

特
別
講
演

 
 
 

「

産
学
連
携
に
よ
る
新
成
長
戦
略
を
実
現
す
る
た
め
に
」

講
演
者

技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

丸
山

正
明
氏

（
元
日
経
Ｂ
Ｐ
技
術
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

 
 

産
学
連
携
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

三

懇
親
会

総
会
、
講
演
会
に
続
い
て
、
同
会
場
で
懇
親
会
を
行
い
、
近
況
報
告

や
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

「
会
員
寄
稿
」

 
 
 
 

原
爆
と
原
発 

 
 

荒
野

喆
也
（機
械
・総
監
）

 
 
 
 
 

我
が
国
は
、
太
平
洋
戦
争
末
期
に
、
人
類
史
上
初
め
て
の
原
爆

の
洗
礼
を
受
け
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
屈
辱
を
乗
り
越
え

て
、
原
子
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
と
し
て
の
原
発
へ
の
開
発

に
邁
進
し
、
世
界
で
も
有
数
の
原
発
国
と
な
っ
た
。

我
が
国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

後
の
我
が
国
の
発
展
を
原
発
が
支
え
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ

り
、
そ
の
国
民
の
選
択
も
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し

か
し
、
今
回
の
福
島
原
発
の
災
害
は
、
天
災
と
し
て
の
要
因
も
あ

る
が
、
人
災
的
要
因
が
か
な
り
大
き
く
、
自
然
現
象
へ
の
想
定
力

な
ど
も
含
め
て
、
技
術
力
不
足
が
顕
在
化
し
、
科
学
・
技
術
に
携

わ
る
我
々
と
し
て
は
、
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
マ
ス

コ
ミ
も
含
め
て
、
減
原
発
、
脱
原
発
の
大
合
唱
で
あ
る
。
し
か
し
、

人
類
が
文
明
の
進
化
を
求
め
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
流
れ
は
、
石

炭
の
時
代
、
石
油
の
時
代
、
天
然
ガ
ス
の
時
代
、
原
子
力
の
時
代
、

そ
し
て
将
来
は
自
然ｴﾈエ

ネ
ル
ギ
ー

(

広
義
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー)

の
時
代
が
大
き
な
流
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
流
れ
か

ら
、
予
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
地
球
温
暖
化
を
常
に
念
頭

に
置
き
つ
つ
、
す
ぐ
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
主
流
の
時
代
を
考
え
る

こ
と
に
は
、
技
術
性
・
市
場
性
の
面
か
ら
み
て
無
理
が
あ
り
、
ど

う
し
て
も
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
中
継
役
と
し
て
必
要
と
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

東
北
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
ご
案
内

 
 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
八
日

事
前
申
込
み
必
要

参
加
費
無
料

申
込
み
先

東
北
大
学
総
務
部
広
報
課
校
友
係

〒980-8577

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
片
平2-1-1

T
E
L
 022-217-5059

F
A
X
 022-217-4818 

 
 
 

U
RL;http;//w

eb.bureau.tohoku.ac.jp/alum
ni/

懇親会参加者集合写真
新入会の田中様（左）、室井様（上）

丸山講師

会長のあいさつ

工藤さんの乾杯発声
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こ
の
大
き
な
流
れ
に
我
が
国
の
み
が
、
脱
原
発
を
強
行
す
れ
ば
、

国
力
、
特
に
国
際
競
争
力
の
点
か
ら
の
劣
等
国
化
は
、
必
須
で
あ

る
。
ま
た
、
原
発
を
継
続
す
る
場
合
も
、
現
在
の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
原
発
の
延
長
の
み
な
ら
ず
、
核
廃
棄
物
の
問
題
や
制
御

性
の
問
題
か
ら
有
利
と
な
り
う
る
ト
リ
ウ
ム
原
発
等
も
視
野
に
入

れ
て
原
発
の
開
発
を
考
え
る
格
好
の
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
絶
対
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
通
称
「
原
子
力

村
」
の
閉
鎖
性
で
、
今
回
の
福
島
原
発
の
安
全
に
対
す
る
制
御
性

の
敗
北
は
、
原
子
力
村
の
閉
鎖
性
が
、
外
か
ら
の
情
報
に
あ
え
て

耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
で
、
亡
霊
の
ご
と
き
「
安
全
神
話
」
に
し

が
み
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
」
原
子
力
村
」

の
閉
鎖
性
は
、
こ
れ
だ
け
の
事
故
を
起
こ
し
た
現
在
も
一
向
に
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
原
子
力
関
係
者
に
現
行
の
ウ
ラ
ン
・

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
原
発
以
外
の
新
し
い
ト
リ
ウ
ム
原
発
等
の
可
能
性

の
話
を
し
て
も
、
現
状
の
ウ
ラ
ン
・
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
方
式
以
外
は

ま
っ
た
く
受
け
付
け
て
も
ら
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
新
し
い
原

発
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
等
が
鋭
意

開
発
中
で
あ
る
。
我
が
国
は
、
広
島
、
長
崎
、
福
島
と
歴
史
的
な

核
の
大
災
難
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
広
島
・
長
崎
を
乗
り
越
え
て
こ

そ
我
が
国
の
今
ま
で
の
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
今

回
の
福
島
に
つ
い
て
も
、「
原
子
力
村
」
か
ら
の
脱
出
と
新
た
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
こ
そ
が
我
が
国
の
再
度
の
栄
光
へ
の
道
で
あ
る
。

「女
子
サ
ッ
カ
ー

な
で
し
こ
チ
ー
ム
の
優
勝
は
日
本
を
元
気
に
し
た
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤

光
雄

（
機
械
工
学
科

１
９
６
１
年
卒
）

２
０
１
１
年
３
月
１
１
日
に
発
生
し
た
巨
大
地
震
と
そ
れ
に
起

因
す
る
津
波
と
で
破
壊
や
流
失
な
ど
多
く
の
被
害
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
で
炉
心
が
溶
融
し

放
射
性
物
質
が

プ
ラ
ン
ト
外
へ
放
出
さ
れ
て
広
大
な
地
域
に
拡
散
し
、
住
民
が
避

難
す
る
な
ど
の
被
害
や

作
物
の
被
害
や
風
評
被
害
な
ど
が
あ

る
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

「
お
と
こ
の
す
な
る
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
も
の
を
お
ん
な
も
し
て

み
ん
と
て
す
る
な
り
」

「
お
と
こ
も
い
ま
だ
な
し
え
ぬ
優
勝
を
す
な
り
」

こ
の
よ
う
な
折
に
日
本
と
し
て
初
め
て
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優

勝
で
あ
り
、
震
災
で
落
ち
込
ん
で
い
た
日
本
の
気
分
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
、
久
し
ぶ
り
の
明
る
い
話
題
で
あ
っ
た
。

さ
れ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
連
戦
連
敗
が
２
０
年
以
上
続
き
、
体
力
、

技
力
、
走
力
の
不
足
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
ま
ま
に
経
過
し
た
。
苦

節
幾
世
霜
、
臥
薪
嘗
胆
２
０
１
０
年
よ
う
や
く
世
界
ラ
ン
ク
４
位

に
た
ど
り
つ
い
た
も
の
の
、
そ
の
上
へ
の
伸
び
代
が
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

ち
な
み
に
戦
前
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
男
子
チ
ー
ム
は
よ
う
や
く

２
０
１
０
年
に
１
６
位
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
段
階
で
あ
り
、
そ
の
上

の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
に
は
ま
す
ま
す
の
努
力
の
み
な
ら
ず
、
体
格

改
造
が
必
要
で
あ
る
。

さ
て
、
今
年
２
０
１
１
年
の
女
子
ワ
ー
ル
ド
サ
ッ
カ
ー
は
ド
イ

ツ
で
開
催
さ
れ
た
。
な
で
し
こ
チ
ー
ム
は
、
予
選
リ
ー
グ
を
２
位

で
通
過
し
、
８
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に

進
出
で
き
た
。
対
戦
す
る
相
手
の
欧
米
勢
は
、
体
格
、
走
力
、
個

人
技
に
優
れ
、
ま
た
背
が
高
く
ジ
ャ
ン
プ
す
る
と
日
本
選
手
よ
り

も
頭
一
つ
高
い
選
手
が
多
数
で
あ
っ
た
。
準
々
決
勝
、
準
決
勝
、

と
も
に
圧
倒
的
に
圧
さ
れ
た
も
の
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
し
の
ぎ
、

勝
ち
上
が
っ
た
次
第
。
決
勝
戦
は
こ
れ
ま
で
勝
っ
た
こ
と
の
な
い

米
国
と
対
戦
し
て
、
こ
れ
も
圧
さ
れ
、
リ
ー
ド
さ
れ
た
も
の
の
２
対
２

で
引
き
分
け
てPK

戦
で
勝
利
し
、
即
ち
優
勝
し
た
。
知
力
と
チ
ー
ム

プ
レ
ー
で
勝
利
を
得
た
と
云
え
る
。
選
手
た
ち
の
功
を
称
え
た
い
。
体

格
が
小
さ
い
の
で
、
２
人
、
３
人
で
相
手
を
囲
み
、
相
手
に
適
切
な
パ

ス
を
出
さ
せ
な
い
守
り
と
、
広
く
グ
ラ
ン
ド
を
使
っ
て
相
手
の
守
備
陣

を
撹
乱
さ
せ
、
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
最
終
パ
ス
を
抛
り
込
む
攻
撃

な
ど

の
戦
術
を
採
り
、
そ
れ
を
キ
ッ
チ
リ
と
や
り
遂
げ
た
こ
と
が
勝
利
の
主

要
因
で
あ
る
。

即
ち
、
こ
の
競
技
に
お
い
て
は
、
ボ
ー
ル
や
選
手
は
い
つ
も
動
い
て

お
り
、
試
合
の
流
れ
は
監
督
の
指
示
通
り
に
は
進
ま
な
い
。
そ
こ
で
ク

ラ
イ
シ
ス
管
理
と
攻
撃
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
を
練
習
を
重
ね
て
練
り
上

げ
る
と
と
も
に
、
想
定
外
の
こ
と
へ
は
臨
機
応
変
に
対
処
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
例
え
ば
、
味
方
同
士
の
間
隔
を
適
切
に
保
持
し
て
パ
ス
を
つ
な

ぎ
易
く
す
る
と
と
も
に
、
相
手
に
対
し
て
常
に
２
人
以
上
で
対
応
す
る

な
ど
の
戦
術
が
あ
る
。

得
点
王
で
あ
り
、M

VP

と
な
っ
た
主
将
の
澤
選
手
は
試
合
中
に
苦

し
く
な
っ
た
ら
私
の
背
中
を
見
て
ね
。
一
緒
に
頑
張
っ
て
る
か
ら
と
選

手
に
告
げ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
強
い
責
任
感
と
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
チ
ー
ム
を
統
率
し
た
。

加
え
る
に
、
こ
れ
ら
の
戦
略
・
戦
術
を
決
め
、
選
手
た
ち
に
習
得
さ

せ
、
体
調
を
整
え
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
り
、
控
え
の
選
手
を
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
交
代
出
場
さ
せ
て
攻
守
の
幅
を
広
げ
る
な
ど

監
督
を

主
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
の
手
腕
、
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
お
よ
び
サ
ポ
ー
ト
を
大

い
に
評
す
べ
き
と
考
え
る
。
チ
ー
ム
は
国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
し
た
。
災

害
や
円
高
な
ど
、
政
治
の
ネ
ジ
レ
状
況
な
ど
と
か
く
暗
く
な
り
つ
つ
あ

る
日
本
に
、
久
し
ぶ
り
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
も
た
ら
し
た
功
績
は
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）
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幹
事
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会
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松
本

京
子
（02

薬
学
修
）（
生
物
）

 
 

監
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田
嶋

忠
志
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機
械
）（
機
械
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矢
島

政
夫
（58

機
械
）（
機
械
）

後

記 
 

技
術
士
青
葉
会
発
足
し
て
三,

年
半
に
な
り
会
報
第
三
号
を
発
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
色
々
と
考
え
さ
せ
ら

れ
る
年
で
し
た
。3.11

震
災
当
日
は
た
ま
た
ま
東
北
大
学
青
葉
山
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
り
ま
し
て
、
こ
ん
な
す
ご
い
地
震
が
あ
る
の
か
と
思
う
体
験
を

し
ま
し
た
。
幸
い
、
比
較
的
新
し
い
建
屋
の
三
階
で
し
た
の
で
部
屋
の
中

の
被
害
も
少
な
く
て
済
み
ま
し
た
。
冒
頭
に
震
災
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
が
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
・
バ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
が
全
く
な
く

な
る
生
活
は
こ
ん
な
に
な
る
の
か
と
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

三
週
間
後
に
、
塩
釜
や
仙
台
港
、
多
賀
城
辺
り
を
見
に
行
き
ま
し
た
が

Ｔ
Ｖ
で
見
る
以
上
の
光
景
に
唖
然
と
し
ま
し
た
。
以
来
、
関
係
者
に
よ
る

懸
命
の
復
興
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
現
場
で
の
し
っ
か
り
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
望
ま
れ
ま
す
。
い
ま
こ
そ
、
技
術
士
の

出
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
髙
橋
）

会費納入のお願い

配布された名簿に登録されて

いて総会等に参加されていな

い人で本年分の年会費1000円

未納の方は、下記の口座に振込

をお願いします。

郵貯銀行 総合口座記号10270

番号19180351

名義人 松本 京子

大
で
あ
る
。
各
部
署
に
、
適
材
が
配
置
さ
れ
、
連
係
よ
く
進
め
る

こ
と
、
良
き
リ
ー
ダ
の
統
率
に
よ
り
成
果
を
得
た
こ
と
は
、
今
後

の
日
本
復
興
に
も
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

夜
中
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
試
合
を
見
る
た
め
に
、
筆
者
は
寝

不
足
が
１
カ
月
続
い
た
。
観
戦
の
た
め
に
酒
量
も
大
幅
に
増
加
し

た
の
で
、
日
本
経
済
に
若
干
の
貢
献
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

優
勝
で
き
て
何
よ
り
で
あ
る
。

東
北
大
学
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

東
北
大
学
は
、
創
立100

周
年
を
期
に
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
確
に
し
、
本
学
の
国
際
的
知
名
度
・
信

頼
性
を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、2005

年
４
月
に
新
た
な

公
式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
定
し
、
ま
た2007

年
６
月
に
ロ
ゴ
マ
ー

ク
紫
を
本
学
の
学
章
と
定
め
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、"creativity" "global" "tradition" 

を
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
昔
か
ら
宮
城
野
や
仙
台
を
象
徴
す
る
植

物
と
さ
れ
て
き
た
、
本
学
の
種
々
の
マ
ー
ク
に
用
い
ら
れ
た
「
萩
」

を
モ
チ
ー
フ
に
し
、
品
格
を
も
っ
て
、
世
界
に
大
き
く
広
が
っ
て

い
く
動
き
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

「
紫
色
」
と
「
黒
色
」
は
公
式
カ
ラ
ー
で
あ
り
、「
紫
」
は
知
性

と
想
像
力
を
、「
黒
」
は
勤
勉
と
実
践
力
を
表
し
て
い
ま
す
。「
紫

色
」
は
本
学
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

東
北
大
学
は
、1907

年
の
創
立
以
来
、「
研
究
第
一
主
義
」「
門

戸
解
放
」「
実
学
尊
重
」
を
掲
げ
、
世
界
か
ら
、
多
様
な
人
材
を

受
け
入
れ
て
、
独
創
性
あ
ふ
れ
る
研
究
と
指
導
的
人
材
の
育
成
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
今
後
、
こ
れ
ら
伝
統
を
基
礎
に
「
世
界
最

高
水
準
の
研
究
・
教
育
」
を
創
造
し
続
け
て
い
く
東
北
大
学
の
歴

史
と
未
来
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

次
回
（二
十
三
年
度
）総
会
の
お
し
ら
せ

平
成
二
十
四
年
一
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所

日
本
技
術
士
会
会
議
室

 
 

日
時
は
会
場
の
予
約
が
で
き
次
第
ご
連
絡
し
ま
す


